


［集落の将来像]
農地の耕作者は、60歳後半から70歳半ばまでが中心であり、今後の農作業後継者の育成が急務となっている。

そんな中、会社や役所勤めの団塊の世代が退職後、耕作を引き継ぐ期待が高まっており、その人たちを中心として当集
落の共同作業等を行い、ほ場整備をした田畑の耕作を継続させる。
また、地域内に誕生したNPO法人等との連携により、都会の子ども達の体験学習の場としても活用するほか、

地域景観の美化に向けての取組を進める。

［将来像を実現するための活動目標]
定年退職した団塊世代の中から、リーダーとなる担い手を選出し、組織的な維持管理について検討を

進める。一方、ほ場整備を行っていない農用地については、今後維持管理ができるかどうかを検討した
上で、林地化や景観作物の作付けも検討する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田15ha） 周辺林地の下草刈り 機械、農作業の共同化
（8.0ha、年3～4回） ・既存の農業機械の共同利用

個別対応 ・共同利用機械の導入
個別対応 (コンバインの共同利用を1.5ha

（10％）実施、目標1.5ha)
鳥獣害防護柵設置（電気柵500m）

景観作物作付け 共同取組活動
共同取組活動 （アジサイ等を作付）

共同取組活動 営農組合の設立
農地法面の定期的な点検
（年3回及び随時） 共同取組活動

魚類・昆虫類の保護
共同取組活動 （ほたる水路の清掃）

自然生態系の保全と学校教育等と
共同取組活動 の連携

水路・農道の管理 （子ども達と一緒にほたる水路の
・水路3.0km、年3回 清掃）
（清掃、草刈り） （環境保全講演会の開催 年1回）

・農道2.5km、年3回
（補修、草刈り） 共同取組活動

共同取組活動

ＮＰＯ法人と連携して都市住民との交流や、生態系保全を推進

４．取組による変化と今後の課題等

これまでの取組により、協定参加者のみならず、地域住民の環境に対する意識が向上し、

地域の活性化が少しずつ進んでいる。一方で、高齢化による農作業の担い手づくりが課題

となっているため、集落営農組織の設立を目指したい。

［平成21年度までの主な成果］
○ 都市住民との交流による地域の活性化

・ ほたるまつり参加者概数（100人(H17)、200人(H18)、300人(H19)、400人(H20)、500人(H21)）
ほたるウィークでは、毎年延べ2,000人以上の見学者が訪れている。

・ 星空観察会参加者概数（100人(H17)、200人(H18)、300人(H19)）
○ 個人で所有していたコンバイン・トラクター・田植機などの農業用機械の共同化（1.5ha）


